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能
登
園
熊
本
庄
立
券

拭

一

答
。
臨
ぬ
側
室
前
久
間
酔

加
夫
都
阿
良
加
志
比
古
制
批
厳
。
用
紙
一
一品
さ
二
九
纏
、

毎
紙
幅
三
一
治
憾
な
る
を
総
立
て
、
円
制
系
を
援
引
し
て

む
し
た
船
上
の
刷
物
を
続
せ
し
め
た
。
隙
隙
天
皇
弘

仁
十
年
能
奇
凶
復
飢
ゑ
た
が
、
=
一
周
二
日
勅
を
賜
う

て
、『A
A
m
己
に
批
判
き
、
阪
抽
出
す
る
に
物
な
し

0
2し

〈
借
貸
を
加
へ
、
以
て
其
の
念
を
政
ふ
ベ
し
。
瑳
給

の
法
は
版
給
の
法
に
制
ぜ
よ
0
』
と
宣
う
た
。
椋
和
天

皇
天
長
元
年
四
且
七
日
に
は
、
能
資
凶
に
掠
む
し
た

新
銀
容
二
而
・予
約
鋭
二
侯
・
劉
礁
二
侯
を
羽
鋭
佼
に

附
し
て
泌
め
た
。
仁
明
天
袋
天
長
J
l
年
京
且
十
一
日
、

肋
し
て
能
回
目
等
の
諸
凶
を
し
て
惰
力
の
人
を
求
め
て

只
逃
せ
し
め
た
。
制
僕
節
に
角
せ
し
め
る
均
で
あ
る
。

同
天
皇
承
和
二
年
十
二
且
二
十
日
、
能
昌
明
附
早
疫
相

の
り
人
民
飢
苦
す
る
を
以
て
際
紛
を
加
へ

、
承
和
三

年
六
且
朔
に
は
、
能
翠
飢
ゑ
て
叉
阪
紛
せ
ら
れ
た
。

消
利
天
皇
の
点
制
八
年
十
一

且
十
八
日
の
勅
に
、『
廼

者
能
挺
却
に
見
る
。
之
を
お
勉
に
求
む
る
に
、
新山献

の
限
兵
院
に
附
附
仰
を
鋭
ふ
が
錫
に
し
て
、
災
鎚
の
怨

す
る
唯
新
の
亦
に
絞
る
と
い
へ
り
。
夫
れ
災
を
未
兆

に
剛山ひ
、
賊
を
将
来
に
地
む
る
は
、
唯
是
れ
跡
明
の

冥
助
に
し
て
、校
入
力
の
鉛
す
厨
な
り
と
い
は
ん
や
。

宜
し
〈
能
続
出
守
の
凶
府
を
し
て
、
幣
を

ω慌
の
諸
制

に
瑳
ち
、
以
て
銀
継
の
殊
効
を
析
ら
し
む
べ
し
0
』
と

あ
り
、
点
制
十
一
年
イ
ニ
且
九
日
に
は
、
能
間
切
附
期
制

咋
・能
四
官
邸
宝
珠
洲
四
都
新
附
の
百
姓
四
百
九
十

八
人
に
一
年
を
仮
復
す
と
あ
る
。
師
団
と
は
謀
役
雑
佑

悉
〈
之
を
犯
ず
る
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
次
い
で
宇
多

天
皇
克
平
六
年
入
居
に
は
、
能
昌
司
凶
が
史
生
一
円
を

停
め
て
努
附
を
也
き
、
九
年
正
且
官
五
日
諸
凶
定
問
聞

の
米
女
を
定
め
て
四
十
七
人
と
し
た
時
に
は
、
能
管

か
ら
一
人
を
は
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ノ
ト

ノ
ト
ノ
ヲ
エ
デ
ン
ス
ウ
モ
ク
ロ
タ

能
登
園
回
数

目
録
(
一
〉
惚
貌
|
回
数
日
録
は
一
に
大
田
文
と
も

い
ひ
、
州
内
公
私
山
内
川
の
問
問
刷
、
及
び
本
家
・郁
家
・

地
問
の
氏
名
を
縦
せ
た
も
の
で
、
建
久
の
頃
か
ら
そ

の
名
闘
が
見
え
、
貞
昭
二
年
に
去
っ
て
北
保
明
常
時
が

全
凶
に
之
を
徴
し
た
。
能
殺
に
於
・
い
て
は
、
も
と
鹿

島
郡
中
島
村
奥
而
の
家
四
酷
で
あ
っ
た
承
久
三
年
の
注

地
に
係
る
削
数
日
銀
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
務
時
改
令

以
前
の
最
も
れ
霞
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書

は
、
初
に
能
回
w
凶
住
地
凶
中
間
部
庄
岡
地
保
公
悶
田
敏

目
録
と
あ
り
、
次
に
庄
・郷
・院
・村
・
浦
・島
・開
護
・

加
納
町
す
の
入
十
六
市
引
を
紋
せ
て
、そ
の
回
数
と
文
努
・

線
住
の
年
記
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
そ
の
悶
数
と
は
町

段
を
以
て
表
し
た
而
お
で
、
立
努
は
庄
町
の
部
品
定
、

ノ
ト
ノ
テ
ニ
シ
ン
イ
レ
イ

能
登
園
紳
異
例
一

加
。
天
保
十
五
年
羽
咋
郡
紳
代
前
祉
の
制
主
水
野
三

容
の
若
。
備
守
部
が
闘
史
容
に
見
え
る
諾
紳
枇
の
簸

問
問
を
記
し
考
寂
し
た
頃
、
そ
の
約
節
と
し
て
今
却
に

諾
凶
に
在
る
紳
異
を
集
め
る
志
が
あ
る
と
開
い
て
、

能
管
に
於
け
る
例
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

ノ
ト
ノ
ヲ
エ
ス
ズ
ミ
サ
キ
ヱ
ズ
能
登
固
鈴
三
時

絡
園
天
保
四
年
三
且
田
制
約
跡
枇
の
制
主
狼
女
友
能

の
間
版
に
係
り
、
珠
洲
岬
附
近
の
給
制
で
、
陪
磁
の

艇
を
避
け
し
め
る
が
お
、
諸
酬
の
怨
防
に
領
ち
奥
へ

た
も
の
で
あ
る
。

促
す
が
、
容
初
は
切
断
さ
れ
て
ゐ
る
。
程
申
に
皇
位

の
名
・
m蚊
・戸
数
・箆
釜
の

R
散
な
ど
を
縦
せ
、
袋
路

に

『
右
伏
作
品
回
目
，
x
mb
言
上
如
件
。
貞
郎
三
年
十
且
一

日
庄
官
公
文
代
藤
井
吉
弘
・地
顕
内
舎
人
藤
原
組
員
・

凶
佼
放
依
際
政
明
隠
銑
員
・
官
使
右
史
生
申
原
凶
賞

各
在
判
』
と
あ
る
。
多
気
志
・深
浦
・長
浦
な
ど
の
邑

名
が
見
え
る
か
ら
、
鹿
島
郡
照
木
庄
の
立
安
紋
で
あ

ら・ヲ。

被
注
は
公
聞
の
査
定
で
あ
る
。
ま
た
最
後
に
『
右
凶
一
茂
庄
・家
間
庄
・
大
泉
庄
・志
雄
庄
・上
日
庄
・飯
川
保
・

申
四
制
圧
郷
保
公
回
回
数
目
録
如
件
。
京
久
怠
年
九
一
若
山
庄
・町
野
庄
・櫛
比
庄
・大
屋
庄
の
十
J
m
あ
る
に

且
九
日
投
池
了
。
康
郎
元
年
樋
且
什
目
。』
と
但
さ
れ
、
一
…
過
ぎ
ぬ
。
そ
の
他
の
郷
庄
は
、
凡
ベ
て
制
朝
が
ハ
和
附

康
隠
元
年
は
加
問
問
問
の
日
附
で
あ
る
。
こ
の
目
録
中
に

一
を
創
設
し
た
文
治
以
降
に
京
。
、
公
間
と
私
聞
と
を

建
治
元
年
と
相
官
い
た
僚
が
一
一
令
所
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
一
出
荷
し
て
武
努
・
検
注
し
た
の
で
あ
る
。
耐
し
て
混

承
久
以
後
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
斡
明
日
の
際
の
設
一
に
子
細
に
そ
の

十
ヶ
厨
を
織
す
る
に
、
賀
茂
庄
は
鴨

穆
で
あ
ら
う
。
本
相
官
に
載
せ
ら
れ
る
庄
郷
保
名
に
は
、
一
一舷
の
御
厨
な
る
が
般
に
之
を
除
外
し
、
後
三
係
天
単

調
羽
咋
郡
に
家
田
正
・大
泉
庄
・志
雄
庄
・加
茂
庄
・
土
田
一
延
久
年
中
記
録
郎
を
置
き
て
梨
努
を
椋
し
、
且
っ
そ

庄
・刑制咋
正
院
・
焔
松
正
・菅
原
庄
・
大

m首
永
保
・
志
一
の
新
世
を
停
止
せ
ら
れ
た
よ
り
以
前
の
設
定
に
係
る

雄
保
・駒
附
保
・
附
常
生
保
・大
坂
保
・
筑
多
枇
御
析
地
・
一
斑
附
は
、
調
家
間
庄
の
一
あ
る
の
み
で
、
延
久
以
後

筏
保
・
志
指
見
保
・
包
〔
邑
〉
智
院
・
同
庄
・若
部
保
・尾
一
に
私

m，R
努
の
頓
に
加
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
此
の

長
保
・
甘

m保
・謹
来
院
・
都
智
院
が
あ
り
、
腿
島
郡
一

如
き
は
海
内
の
大
に
於
い
て
た
ど
一
斑
で
あ
る
が
、

に
は
上
回
庄
・
一
首
庄
・
八
岬
刷
新
庄
・
大
屋
庄
内
穴
水
一
以
て
全
豹
を
窺
ふ
こ
と
が
で
き
る
と
。
こ
の
文
書
の

保
・三
井
保
良
河
院
・商
品
庄
・
大
呑
庄
・飯
川
保
・高
一
地
名
を
織
す
る
と
、
亦
能
管
の
郷
界
に
大
な
る
異
動

田
保
・万
行
保
酒
井
保
・四
柳
保
・大
町
保
・金
丸
保
・
一
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長
期
開
保
・
小
問
中
保
・久
江
保
・
結
合
郷
・八
即
郷
・南
一

ノ
ト
ノ
タ
ニ
デ
ン
ス
ウ
モ
ヲ
ロ
ヲ
カ
イ

能
登
固

湯
術
〈
商
浦
カ
〉
保
・能
菅
島
庄
・奥
原
保
・
良
川
保
・役
一

回
数
目
録
解

承
久
三
年
に
注
逃
し
た
能
奇
凶
庄
郷

留
保
・吉
田
保
・三
引
保
・奥
木
院
・笠
附
保
・盟
問
保
・
一
保
公
開
問
倣
図
録
の
併
で
、
村
岡
良
弼
の
者
す
腕
。

熊
来
院
が
あ
り
、
岡
京
都
に
は
町
野
庄
・
志
樟
良
庄
・
一
明
治
三
十
年
五
且
六
且
設
行
新
誌
阪
史
地
理
第
四
谷

大
屋
庄
内
東
保
・悶
庄
西
保
・鳳
至
院
・怖
均
庄
・
諸
徳
一
五
蹴
・六
脱
に
紀
柏
崎
せ
ら
れ
る
。

保
が
あ
白
、
味
止
ハ
洲
〉
部
に
は
若
山
庄
・珠

K
E院
・
一

ノ
ト
ノ
ク
エ
ノ
ウ
h
F

能
登
固
白
歌
頂
都
銀
第

下
町
野
庄
が
あ
る
。
そ
の
外
若
干
の
村
・
開
設
等
も
一

J
l
六
容
に
能
管
凶
敬
三
曲
が
秘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

見

え

る

。

一

附

樹

、
熊
来
乃
夜
良
爾
、
新
総
斧
殴
入
、
和
之
、
河

C
一
〉
似
他

l
能
B
W
凶
田
敏
目
録
は
、
貞
郎
二
年
の
淡
一
毛
倍
、
勿
悩
お
品
目
樹
、
押作
山
山
昨
夜
目
{
切
符
見
、
利
之
。

路
凶
大
田
文
に
見
る
如
く
、
本
補
地
政
と
新
補
地
頭
一

一榊
楯
、
能
…
来
酒
屋
前
、
E
M
奴
良
爾
奴
、
利
之
、
佐
柄
引

と
の
交
迭
、
守
制
限
と
地
頭
と
の
粂
帯
、
領
家
一
回
遊
一
地
主
、
↑
草
川
来
奈
師
陣
之
乎
、
田
県
奴
良
留
奴
、
和
之
。

止
等
の
例
を
稽
へ
る
に
艇
な
る
も
の
と
そ
の
越
を
奥
一
郎
問
多
劇
乃
、
机
之
島
能
、
小
限
乎
、
伊
拾
待
来
町
、

に
し
、史
料
と
し
て
務
貧
弱
の
感
が
な
い
で
も
な
い
。
一
石
以
都
迫
伎
破
夫
利
、
早
川
前
洗
湖
、
半
続
爾
古
飢

し
か
し
、
そ
の
刷
出
値
の
路
む
べ
き
は
、
立時押
・
機
往
一
号
毛
接
、
商
都
制
服
、
机
前
立
耐
、
ほ
磁
器
郁
也
、

の
年
紀
に
存
す
る
こ
と
、
大
日
本
地
名
様
密
に
吉
田
一
日
豆
兇
乃
鋭
、
父
前
献
郁
也
、
身
女
児
乃
点
。

東
伍
博
士
の
夙
〈
詳
論
し
た
如
〈
で
あ
る
。
同
書
に
一
是
等
閲
よ
h
v
後
悦
正
調
の
駄
洞
に
比
す
る
時
は
、
Aム

い
ふ
。
今
こ
の
各
項
を
案
ず
る
に
、
務
永
以
前
か
ら
一

〈
そ
の
選
を
異
に
す
る
が
、
能
奄
仁
於
け
る
最
古
の

努
裂
を
具
備
し
た
と
思
は
れ
る
庄
問
は
、
僅
か
に
賀
一
俗
協
と
し
て
骨
将
軍
す
べ
〈
、
叉
之
に
よ
っ
て
民
俗
の

六
五
八


